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       合掌苑苑長 成澤 武史 

 平成 27 年度が始まり、新米施設長として毎日が新鮮かつ不慣れであたふたと過ごしております。前号以降、

一人の児童が退所、三人の児童が入所いたしました。合掌苑で生活している子ども達は、一昔前より少ないの

ですが、専門的なケアが必要なケースが多くなってきていることを実感しています。 

 

さて、今年も暑い夏日が続きましたが、子ども達も元気に過ご

すことが出来ました。夏休みは子ども達にとって特別なもの、

合掌苑では毎年、旅行を計画し、今年は皆で日間賀島に“合掌

苑アドベンチャー海体験！”と称して旅行しました。 

 合掌苑は自然豊かな土地にありますが、岐阜県には海があり

ません。今回の旅行で海を見るのが初めての子もおり、海を見

るなり“海だーー！！”って叫んで喜んだ子もいました。今ま

で海に行ったことがある子も、船に乗って島に渡り、大興奮！

海水浴や民宿の美味しい海の幸に大満足の様子でした。 

 

 なぜこの様な旅行を毎年計画するのかというと、協同活動を通じて職員と子ども達の信頼関係を深め、認め

合うことが子ども達の成長に不可欠だからです。 

また、こんな調査結果もあるそうです。子ども時代に自然体験が多い子ほど、大人になってからの自己肯定感

が高く、社会的地位が高い傾向にあるそうです。 

今回、アドベンチャー旅行ということで、職員と子ども達が協力して、いかだを作ったり、シーカヤックやシ

ュノーケル、クラフト作りをしました。何かに挑戦することで、いっぱい子ども達を褒めることが出来て、こ

うした体験の大切さを感じました。 

 

 自分の存在を認められる経験の少ない子ども達が、社会的養護の児童養護施設には多く入所しています。 

多くの体験や関わりを、愛情・笑顔を持って与えていきたい。 

 

 皆様のご支援に感謝し、私たち合掌苑の出来ることを子ども達にしていきます。 

 

 



  

 

 

 

合掌苑の先生は普段どんなお仕事をしているの？どんな苦労があるの？そんな素朴な疑問や興味にお答え

しようと思い、事務員兼調査員の安藤がインタビューをしてみようというコーナーです。第一回は衣食住の衣

について、被服係のリーダー 河井主任にお話を伺いました。

安藤  お忙しいところありがとうございます！今

回は第一回ということもあってテーマに悩み

ましたが衣食住の衣についてお話を伺えたら

と思います！よろしくお願いします！ 

河井  はい！お願いします！ 

安藤  早速ですが被服係とはどのようなことをす

る係ですか？ 

河井  被服係はふとんやシーツを注文したり、季

節ごとに衣類を購入するのが主な仕事です。

他にも夏と冬のふとんの入れ替えや、寄附で

頂いた服の仕分け、がらくた市で売っている

衣類を用意するなど、身に着けるもの一切の

ことを行う係ですね。 

安藤  あ、そうですね。がらくた市では定番のお店

になってますもんね。がらくた市での衣類販

売っていつくらいからやってるんですかね？ 

河井  ずいぶん前からなのでちょっとわからない

ですが、着物や生地を売っていたこともあり

ます。寄附で頂いたもので、大人用の服の程度

のいいものなどは、合掌苑の子が着ないので

ということで売らせてもらっています。1 枚

100 円で販売させてもらってそこそこの売り

上げにはなるんですが、がらくた市全体でみ

ると赤字なのは残念ですね。 

安藤  地域への還元を目的にしたお祭りですから

ね、儲けは仕方ないです・・・。ちなみに河井

主任はどれくらい被服係をやってみえるんで

すか？ 

河井  10年くらい被服係をやってますね、ほとん

ど入ってからずっとやってる気がします(笑) 

安藤  ちなみになんですけど、もらってうれしい

服とうれしくない服とかあったりしますか？ 

河井  基本的には汚れていたり傷んでいたりする

服以外でしたら、どんな服でもうれしいです。

子どもはどんどん成長するのでサイズは色々

あって困ることはないですし、乳幼児用なら

卒苑生の子どもにあげたり大人の服はがらく

た市で販売用にさせてもらっているのでとに

かくどんな服でも使い道がありますよ。 

安藤  ふとんはどうですか？ 

河井  ふとんは昔の綿のふとんは重くて子どもが

かわいそうなのでできれば軽いふとんがあ

りがたいですね 

安藤  あとは実際にふとんや衣類がしまってある

部屋を写真に撮らせてもらおうかと思って

いるのですが！ 

河井  えっ！衣類庫は今はちょっと・・・無理か

も・・・ふとん部屋も積んであるだけなので・・・ 

安藤  では早速参りましょうか(笑)

慌てて片づけて見える河井主任を横目に写真を撮らせて頂きました(笑)ご協力ありがとうございました。 

次回は衣食住の食について栄養士の先生に

インタビューしてみようと考えています。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

9日 明治村あるけあるけ大会 

トヨタ L＆F さんのご招待で明治村のあるけあるけ大会に参加しまし

た。 

6人～8人のチームを作り、頂いたパンフレットに書かれているいくつ

かの暗号を解き、最後には一つの言葉になるという頭脳戦！子どもも

大人も必死になって考えました。 

名前の通り本当にたくさん歩きました。なんと明治村の端から端ま

で！明治村の建物を見ながら少し歴史の勉強をし、とても良い運動に

なりました。そして食べ物が凄く美味しかったです！その中でも子ど

もたちが「美味しい」と絶賛していたのはカレーパン。中身はずっし

りとたくさんのカレー、衣はサクサク、生地はもちもちでした。日頃

少食の子も一個完食し、「もっと食べたい」と言っていました。とても

充実した１日になりました。 

トヨタ L&Fさん、ご招待頂きありがとうございました！！ 

 

17日 がらくた市 

 第 25回がらくた市が行われました。天候にも恵まれ、多くの方に来

ていただくことができました。今年度のプログラムでは合掌苑児童によ

る踊り（ようかい体操第一）を披露し、幼児、低学年を中心に、がらく

た市前から練習を繰り返し頑張りました。当日は多くのお客さんの前と

いうこともあり緊張しましたが、披露した後には地域の方から「かわい

かったよ！」というお言葉を多数いただき大好評でした。その他にもマ

ジックや大上芝居、美並太鼓など多くのお客様に楽しんでいただくこと

ができました。 

ボランティアの方や、地域の方に支えられ今年度も大盛況のうちに終

えることができ、感謝いたします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



21日 Let’sバイキング！ 

今年度から食育の一環として、子どもたちを中心にご飯作りをし、

それを炊事のおばさんへの日頃の感謝を込めながら振るまい、みんな

で食事をするという楽しい行事が加わりました。 

各担当の子どもたちが作る料理は、餃子や唐揚げ、お好み焼きにホ

ットケーキなど、子どもたちが大好きなメニューが揃いました。いつ

もとは違う雰囲気の中クッキングがスタートし、子どもも大人も楽し

い時間を過ごすことができました。中でも、初めて挑戦する卵割りが

成功した時の“やったー！”という言葉とともに出る笑顔がとても印象

的で、見ているこちらも嬉しい気持ちになりました。 

 完成し並べられる沢山の料理に、子どもたちの目も輝きを増し、最初から最後まで思う存分味わい楽しい会

になりました。 

 

27日 釜ヶ滝流しそうめん 

今年度も釜ヶ滝滝茶屋様より流しそうめんの招待をしていただきまし

た。天候はあいにくの雨模様でしたがそれでも子どもたちは到着してす

ぐにマス釣りに夢中になりました。しかし、釣りはするものの魚を掴ん

で針を取ることができない子がほとんどで魚をぶら下げてどうしようど

うしようと困っているので職員が取ってあげるという作業が何度もあり

ました。釣れた子は 3匹 4匹と釣り上げましたが全く釣れないという子

もいました。ひとしきり釣りをして楽しんだあと、いよいよ食事の時間

です。流しそうめんのほかにおでんや五平餅、釣り上げたマスを塩焼きにしてもらったものをいただきまし

た。みんなお腹いっぱいで大満足の昼食となりました。ありがとうございました。 

 

5日 北師会 

今年も北師会の方に来苑いただき、苑庭で流しそうめんを行いまし

た。 

当日心配していた雨も吹き飛ばし、絶好の流しそうめん日和で一安心で

した。 

大ザルに山盛りのそうめんと、北師会の方には釣ったばかりの鮎と手打

ちそばを振舞っていただき、子どもたちも大喜び！目の前で焼きあがる

鮎を楽しみに待つ姿や、そうめんが流れてくるのを今か今かと待ってい

る姿が見られ、苑庭には笑い声が響き渡っていました。最後にはあんぱ

んのおやつもいただき、おなかいっぱいのはずなのにみんな大きな口で

おいしいとほおばっていました。 

夏の行事のいいスタートが切れよかったと思います。楽しい夏の思い出

をありがとうございました。 

 



 

25日 里親交流会青山農園 BBQ 

 平成 27 年 7 月 25 日土曜日、可児市の里親さんである青山さんの農園で、岐阜・中濃・東濃地域の里親さ

ん、里子さん、ファミリーホーム、施設の子ども達と BBQ 交流会を行いました。総勢 67 名が参加し、5 月

23日に植えた野菜（ナス・ピーマン・トマト・スイカ・メロン・ゴーヤ・かぼちゃなど）を皆で収穫し、お肉

に焼きそばと一緒に焼いてみんなでワイワイ言いながら食べてお腹いっぱい。その後、子ども達はビニールプ

ールで水遊び、ボールすくい、楽しいひと時を過ごしました。帰りにはジャガイモなどをプレゼントしていた

だき大満足。各地域から集まっての交流会を兼ねた、日常の生活や子育てについての思いを話し合いながらの

BBQと、大変良かったと思いました。 

 青山さん、大変お世話いただきありがとうございました。 

 

 

27日 28日 合掌苑全体旅行 

今年の夏の旅行は愛知県南知多にある日間賀島に 1 泊 2 日の全体旅

行でした。日間賀島に向かうバスの車中、同じ景色に飽きていました

が、海が見えた途端「海だー！」とみんな大興奮。そのテンションの

まま高速船に乗り日間賀島に到着し、昼食後は海水浴に行きました。

子どもたちは中々海から上がらず、泳いだり浮島から飛び込んだり、

各々に満喫しました。民宿に戻り待っていたのは豪華な夕食！食べき

れないほどの海鮮料理に、名物のタコも食べ大満足です。その後は就

寝と思いきや、今年の旅行はそこから更にイベントが待っていました。

海岸に繰り出し、キッズアドベンチャーの方とキャンプファイヤーを

囲みもうひとはしゃぎです。流石に疲れたのか、布団に入ったみんな

ぐっすり寝てしまいました。 

2 日目はアドベンチャー体験で大きい子達はいかだ作りからスター

ト。 

 職員も入り 4チームに分かれ、丸太、角材 4 本ずつと、ロープ、釘

を使いそれぞれアイデアを出し合い協力して組み立てから解体まで行

い、いかだ作りを楽しみました。 

幼児グループは、イルカとあそぼうに参加し、イルカに触れたり、泳ぐ

姿を間近で見たりして楽しみました。 

午後からは、シュノーケリング、シーカヤック、ハンドクラフト、万華

鏡作りから自分のやりたい事を選び体験することがでました。 

2日間とても天気がよく、海で沢山遊べよく日焼けをして子どもたちに

とって楽しい夏休みの思い出になりました。 

 



（平成 27年 4月～平成 27年 7月） 

合掌苑の苑児たちに沢山の方々から、温かいご支援を賜りました。略儀ながら紙面にお名前を掲載して御礼の言葉

にかえさせていただきます。ありがとうございました。

 

 

★勝手ながら敬称を省略させていただきました。万一誤表記、掲載漏れがございましたら、なにとぞご容赦願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青いバラ 青山　典裕 一松精肉店 エイセブプラス株式会社 大垣共立銀行

太田　岩雄 小椋　千秋 小椋　庸行 株式会社TESMO 株式会社チュチュアンナ

釜ヶ滝　滝茶屋 河村　一成 河村　桂子 郡上市総合スポーツセンター 郡上北星有限会社

倉知　佳徳 小瀬　みよ子 後藤　直久 近藤　貴子 佐藤　倫也 佐橋　初美

澤原　志のぶ 澤村　いづみ 浄流寺 親切会　中部支部 末松　昇 末松　美穂子

大容スポーツ 高砂会 高橋　芳男 高橋　良一 田口　登 直井　智美

長尾　千之 長棟　義之 中村　津世志 二宮　春美 野村　幸子 廣澤　綾子

ビッグスワン理美容業合同会社 深尾　秀子 福手　法文 仏教伝道協会 古川　浩子

古田　里子 古田　早苗 古田　浩信 古田　義治 北師会 松尾　栄

水谷　多喜子 森　和美 森藤　文男 森藤　智子 (有)タツミ武道店 ㈱ショクブン

         前号でお知らせしたがらくた市ですが、紙面にてご紹介したように、皆様のご協力も

あり大盛況のもと開催することができました。たくさんのご来場、本当にありがとうございました。一大

イベントの一つのがらくた市も終わり、息つく間もなくあっという間に夏休みが訪れました。子どもたち

の思い出に残る夏休みになったのではないでしょうか。合掌苑ではありがたいことに、子ども達も職員も

大きな怪我や体調不良もなく過ごすことができております。これから寒い時期になりますのでお体にはお

気を付け下さい。皆さまのご健康をお祈りしております。今後とも合掌苑をよろしくお願いいたします。 

また、合掌苑だよりのご意見・ご感想も随時お待ちしております。ホームページのお問い合わせフォー

ムか、Eメールよりご連絡ください。 

 


